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 因子分析により 5因子が見出された(KMO=.885、p<.001)。第 1因子は「会話ケアの効果」(α=.900)
であり高齢患者の睡眠や認知機能、抑うつの改善、第 2因子は「看護者の満足感」(α=.883)であり仕事
のやりがい、高齢患者への敬意、双方向の会話、第 3因子は「高齢患者の満足感」(α=.762)であり精神
的充足感、第 4 因子は「看護ケアの波及効果」(α=.669)であり他の医療者や看護計画への反映、第 5
因子は「高齢患者の語り」(α=.771)であり高齢患者が昔の話を楽しそうに語ることから構成されている。
重回帰分析の結果を参考に、5 因子を観測変数とし看護者の年齢と職務満足度による影響を示した非逐
次モデルを見出している(χ2=40.533、p<.001、AGFI=.924、RMSEA=.088)。 
3.考察・結論 
 著者は、高齢患者との会話ケアは看護者の年齢(若年者、年長者)により相違があるとしている。若年
者の会話ケアは双方向であり、高齢患者との関係性を重んじた実践であること、年長者は、高齢患者へ
の効果を念頭におき、自らの満足感は他職種からの評価を介し間接的に得る傾向にあり、臨床において
職責を果たすことや成果を求められている可能性を論じている。また、会話ケアに関する質問票の一般
化と妥当性を確保することを課題としているものの、「看護者の満足感」は会話ケアの他の因子へ、職
務満足度は「看護者の満足感」、「看護ケアの波及効果」へ影響を及ぼしており、会話ケアの実践を促進
する重要な要因として明らかにしている。 
 
審査の結果の要旨 
（批評）江藤 祥恵氏の論文は、これまであまり注目されていなかった看護者と高齢者の会話ケアに着
目し、その実態と影響を検討した点が優れている。会話ケアには看護者の経験年数や内面性が関連して
いることを示した後、会話ケアと看護者のキャリア発達との関連性を非逐次モデルによって検討し、職
-３ 
務満足度が会話ケアの実践を促進する重要な要因であることを明らかにした点は特に高く評価できる。 
 平成２８年１２月８日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（ヒューマン・ケア科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
